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コ
ス
ト
分
担
課
題

技術で
末

太
陽
光
発
電
主
力
電
源
に

電
力
調
整
を
支
援

一
方 、

太
陽
光
発
電
の

さ
ら
に 、

安
定
化
対
策
の

コ
ス
ト
を
誰
が
ど
の
よ
う

に
分
担
す
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
る 。

既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ヘ

導
入
が
拡
大
す
る
に
つ
れ

（
産
総
研）

は 、

太
陽
光

御
技
術」

を
開
発
・

実
証

の
実
測
値
か
ら
瞬
時
に
推
i

の
統
合
コ
ス
ト
に
関
し
て

て 、

昼
間
の
電
力
が
余
剰

発
電
シ
ス
テ
ム
が
電
力
需

し
て
い
る 。

こ
の
技
術
は

定
し 、

出
力
を
抑
制
し
て
i

＿

幹

・

ル
究

は 、

太
陽
光
発
電
の
系
統

と
な
り 、

国
内
ス
ポ
ッ
ト

給
を
自
ら
調
整
で
き
る
よ

通
常
運
転
時
に
出
力
可
能

電
力
の
調
整
に
利
用
す
る
一

ギ
主

・

ネ
研

運
用
者
が
対
策
を
行
い
託

市
場
で
は
1
キロ

喝
時
当
た

う
に
「
ヘ
ッ
ド

ル
ー

ム
制

な
最
大
発
電
電
力
を
日
射

電
力
分
を
確
保
す
る 。

逆
�

送
料
金
で
負
担
す
る
方

り
0
.

01
円
と
い
う
最
低

に 、

需
要
や
系
統
状
況
が
i

エ
括

式 、

太
陽
光
発
電
の
事
業

価
格
の
時
間
帯
が
増
え
て

変
化
す
れ
ば 、

出
力
を
即
i

能
総

�

可
―

者
に
機
能
要
件
を
課
し
て

い
る 。

こ
れ
は
発
電
電
力

応
的
に
増
減
さ
せ
る 。

産
i

生
タ

コ
ス
ト
と
し
て
負
担
し
て

量
の
価
値
の
低
下
を
意
味

総
研
の
福
島
再
生
可
能
エ
i

再
ン

も
ら
う
方
式 、

市
場
取
引

し
て
い
る 。

そ
こ
で 、

発

ネ
ル
ギ
ー

研
究
所
で 、

2
i

研
セ

�

総
究

�

産
研

を
通
じ
て
価
値
を
や
り
と

電
事
業
の
継
続
に
は 、

市

5
0
キロ

喝
の
太
陽
光
発
電
�

り
す
る
方
式
が
あ
る 。

社

場
環
境
に
応
じ
た
電
源
価

設
備
を
用
い
て
実
証
実
験

r
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…••

会
全
体
で
の
コ
ス
ト
の
最

値
の
創
出
が
求
め
ら
れ

を
行
っ
た 。

そ
の
結
果 、

量
導
入
時
に
は
エ
ネ
ル
ギ

電
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
の

太
陽
光
発
電
を
主
力
電

小
化
に
は 、

こ
れ
ら
の
最

る 。

事
業
者
が
自
ら
調
整

余
剰
電
力
の
最
小
化
や
コ

ー
の
有
効
活
用
を
図
る
た

23
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29
％
を
担
う
こ
と
が

源
と
す
る
に
は 、

長
期
的

適
な
組
み
合
わ
せ
が
重
要

力
を
持
ち 、

市
場
を
活
用

ス
ト
削
減 、

電
源
価
値
の

め 、

個
々
の
発
電
事
業
者

期
待
さ
れ
て
い
る 。

総
括

な
安
定
化
が
不
可
欠
で
あ

と
な
る 。

し
て
収
益
を
高
め
る
こ
と

創
出
に
対
す
る
有
効
性
を

が
自
立
し
な
が
ら 、

既
存

原
価
方
式
に
こ
だ
わ
ら

る 。

太
陽
光
発
電
の
出
力

が 、

ひ
い
て
は
電
力
供
給

確
認
し
た 。

の
電
カ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に

ず 、

自
由
経
済
の
中
で
ど

は 、

昼
間
の
天
候
に
左
右

の
安
定
化
に
つ
な
が
る 。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

の
よ
う
に
し
て
太
陽
光
発

エ
ネ
供
給
29
％
へ

さ
れ
る 。

ま
た 、

大
量
導

産
業
技
術
総
合
研
究
所

統
合
で
き
る
仕
組
み
が
求

電
の
電
源
価
値
を
創
出

入
時
に
は 、

既
存
の
電
力

太
陽
光
発
電
の
導
入

め
ら
れ
る 。

し 、

主
力
電
源
化
を
進
め

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
調
和

は 、

地
域
共
生
を
前
提
と

第
7
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

基

る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ

・
統
合
も
求
め
ら
れ
る 。

し
て
い
る 。

し
か
し 、

大

本
計
画
で
は 、

太
陽
光
発

る 。

（
木
曜
日
に
掲
載）
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大関崇

専門は電気工学。博士（工学）。太
陽光発電について、発電予測とそ
の制御、発電設備の建物への設
置、EVへの搭載などを含め、用
途の拡大に関する技術開発を行な
っている。 太陽光発電の導入や普
及を目指す企業と共に、主力電源
化の実現に挑みたい。
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